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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ 

2010-2-1 

 

歌あり、笑いあり、そしてためになる情報が満載の 

５年目を迎えた「ぐんま・菱の実会ホームページ」は、アクセス数 １６,０００ をこえ、多くの方に楽しんで

頂いております。毎月機関紙を発行し、それに連動する形で独自のホームページを発信し続けている

ＯＢ会は他に例を見ないでしょう。新たに「今月のお笑い」と、「今月のカラオケ・バックナンバー」を新

設して、ますます楽しめる内容となっております。ぜひご活用下さい。 

 

 

 

 

漫才、落語・・・毎月旬のネタ

をお届けします。 

「笑う門には 福来たる」 

「案ずるより 笑うが易し」 

旬の歌を「カラオケ・ダム」から

お届けします。右のバックナ

ンバーもどうぞ。 

「歌う世間に鬼はなし」 

＜今月のお笑い＞ ＜今月のカラオケ＞ 
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 ● 今月のカラオケ  演歌の若鷲 秋岡秀治の 【 水花火 】    菱の実会ホームページからどうぞ 

今
月
の
四
字
熟
語
「
朝
三
暮
四
」(

ち
ょ
う
さ
ん
ぼ
し)

。
目
先
の
違
い
に
と
ら
わ
れ
て
全
体
の
こ
と
に
気
づ
か
な
い
こ
と
。
口
先
で
う
ま
く
人
を
だ
ま
す
こ
と
。
朝
令
暮
改
と
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に
。 

ta
n

n
 【 新入会員紹介 】 

 
先輩の皆様！大変、ご無沙汰しております。 

 私は、昭和５４年４月から５７年１２月まで在籍しておりました ”はま”です。

当時は、浜を使っておりました。今は濱を使っています。 

 当時、調理家電市場部で、当時の開発商品（クッキングワゴン）を担当し 

ていました。売れない商品で、３０００台生産して廃止になった商品です。 

その後、しばらくジューサーミキサーを担当して、最後は、市場開拓部で 

オーブンレンジの拡販に全国を廻っておりました。先輩方には、厳しく！ 

やさしく料理法を教えて頂きました。 

私は、関西生まれの関西育ちです。馬電での３年１０ヶ月は、ひと言で言 

い表わせないほど、多くの思い出があります。公私共に良い思い出が多く

（尐しは悲しい思い出もありますが・・）第２の故郷と思っており、時々当時のこ

とを思い出しています。 

あれから、３０年も経ちました。”光陰矢のごとし”ですね。「菱の実会」のチラ

シ（案内）で、当時、大変、お世話になった方が、亡くなられたと知り、大変、

ショックを受けました。ご冥福を祈ります。 

 さて、私は、現在、兵庫県にあります「芦屋大学」で就職指導の仕事をしてお

ります。７年前に西支（籍は本社）から出向で赴任し、３年前に６０歳定年にな

り現在は、この大学の職員として、学生に指導しています。サラリーマンとは、

全く異なる仕事ですが、やりがいのある仕事で頑張っております。 

 

 

濱 義洋さん（平成２２年１月入会）  伊丹市広畑 

 

 

長々とお話ししましたが、皆様とお会いできる時を楽しみにしております。よろしくお願いいたします。 

最後に皆様の健康とご多幸をお祈り申しあげます。           濱 義洋（はま よしひろ）  

現住所 664-0014 伊丹市広畑４-１７ ℡ 072-781-5643  昭和２１年９月１４日生 
 

 

 

先日は、会より立派な生花を頂きまして有難うございました。

会社を退職してから休む暇なく区長2期4年、町の福祉協議

会や固定資産税評価審査委員、村祭り実行委員など諸々の仕

事を務め町の方々と交流を深めました。 

現在は、女房と野菜作り等に励みながら家のまわりの除草や

植木の手入れ、不要樹木の整理など日課としています。人生

はまだまだ長い「山あり谷あり」です。これからも笑いを忘

れないように楽しく生活にいそしんでいきたいと存じます。 

今後ともご指導の程よろしくお願い申し上げます。 

会員皆様方のご健勝をお祈り申し上げます。 

 

 

＜ ご紹介下さい ＞ 

こんど本紙に「 がんばってます！」のコーナーを新設予定です。 

趣味や特技を生かして地域活動や慰問、指導活動をやられている方。定年後新たに国家資格や各種

検定資格を取得された方。变勲・表彰・入賞・出版された方。マスコミに取り上げられた方、新しいこと

に取り組んでいる方・・等々、がんばっている方がたくさんおられると思います。 

こんな方々を紹介させて頂くコーナーです。自選他選を問いません。遠慮せずに事務局あてにどしど

しご連絡下さい。よろしくお願いいたします。 

平成２２年１月吉日   大嶋 恭亮 

http://www18.ocn.ne.jp/%7Ehishimig/karaoke-mizuhanabi.htm


   

 

【 会員投稿 】  ようやく議論の時代がやってきた    高橋 正晨 

今
回
の
衆
院
選
は
民
主
党
が
三
〇
八
議

席
を
獲
得
し
、
日
本
で
初
め
て
の
政
権
交

代
が
実
現
し
ま
し
た
。
各
界
の
評
論
に
よ

れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
の
革
命

と
同
じ
よ
う
に
政
治
の
大
転
換
が
始
ま
っ

た
と
か
、
資
本
主
義
が
終
焉
し
社
会
民

主
主
義
が
始
ま
っ
た
と
か
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
新
政
権
に
課
す
ら
れ
た
使
命
は
大

変
重
い
も
の
が
あ
る
と
同
時
に
、
自
由
民

主
党
の
再
生
は
容
易
な
ら
ざ
る
も
の
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

新
政
権
に
よ
っ
て
、 

 
 

現
状
デ
ー
タ
公
開
→
改
革
政
策
立

案
→
政
策
説
明
→
政
策
議
論
→
政
策
決

定
の
プ
ロ
セ
ス
が
徹
底
し
た
情
報
公
開
に

よ
り
透
明
化
さ
れ
、
国
民
に
よ
く
理
解
、

納
得
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
。
社
会
民
主
主
義
の
プ
ロ
セ
ス
が
初
め

て
実
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
国
民
は
理

解
が
進
み
、
納
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

新
し
い
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
政
策
議
論
は
極
め

て
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
「
よ
う
や
く
議

論
の
時
代
が
や
っ
て
き
た
」
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
今
迄
の
政
治
で
は
、
実
質
的
に

政
策
議
論
は
殆
ん
ど
な
さ
れ
て
き
て
お

り
ま
す
ん
。
だ
か
ら
色
々
な
問
題
が
ベ
タ

ー
な
方
向
に
向
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
。
こ
れ
は
不
都
合
な
も
の
は
意
図
的
に

情
報
公
開
を
す
ず
、
政
策
議
論
を
さ
す

な
か
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。 

 

私
は
関
東
に
転
勤
に
な
っ
て
初
め
て
、

徳
川
幕
府
以
来
、
物
事
の
決
定
は
す
べ
て

関
東
（東
京
）で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。
関
西
の
大
阪
は
食

い
倒
れ
で
、
京
都
は
着
倒
れ
で
、
中
部
の

名
古
屋
は
タ
ン
ス
預
金
で
、
決
定
権
の
無

さ
の
憂
さ
晴
ら
し
を
し
て
き
た
よ
う
な

気
も
い
た
し
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
政

治
の
世
界
で
は
こ
の
関
東
（
東
京
）
で
も
、

ま
と
も
な
政
策
議
論
が
今
迄
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
政
権

交
代
し
た
こ
と
で
、
こ
の
点
が
大
き
く
改

革
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
の
優
れ
た
ワ
ー
ク
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
が
な
ず
日
本
に
は
導
入
で
き

な
い
の
か
？ 

こ
れ
は
政
労
資
の
徹
底
し

た
議
論
が
な
さ
れ
な
い
か
ら
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
年
金
制
度
の
一
元
化
の
議
論
に

は
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金

に
対
す
る
政
労
資
の
徹
底
し
た
議
論
が

必
要
で
し
ょ
う
。 

 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
教
育
と
学
力
の
高
さ

を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
の
は
、
格
差
の

な
い
社
会
を
め
ざ
し
、
だ
れ
も
が
「自
由
」

と
「平
等
」の
生
活
を
享
受
し
、
生
涯
商
い

も
の
を
追
い
求
め
学
び
続
け
る
と
い
う
福

祉
社
会
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
導
き
出
さ

れ
た
諸
政
策
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
も
徹
底
し
た
議
論

と
改
革
が
な
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。 

 

未
来
に
羽
撃
く
子
供
達
の
個
別
教
育

に
成
功
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教

育
の
創
始
者
ピ
ー
タ
ー･

ピ
ー
タ
ー
セ
ン

は
、
「
将
来
ど
ん
な
政
治
的､

経
済
的
な

状
況
が
生
じ
る
か
、
誰
も
知
ら
な
い
。
未

来
は
、
人
々
の
不
満
、
利
益
追
求
、
闘

争
、
せ
し
て
想
像
の
で
き
な
い
新
た
な
経

済
的
、
政
治
的
、
社
会
的
状
況
に
よ
っ
て

決
ま
る
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
た
っ
た
一
つ

確
信
を
持
っ
て
言
え
る
こ
と
が
あ
る
。
す

べ
て
の
厳
し
く
険
し
い
問
題
は
、
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す
る
人
々
が
い

て
、
彼
ら
に
せ
の
問
題
を
乗
り
越
え
る
だ

け
の
能
力
と
覚
悟
が
あ
れ
ば
、
解
決
さ
れ

る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
を
。
こ
の
人
た
ち

は
、
親
切
で
、
友
好
的
で
、
互
い
に
尊
重

す
る
心
を
持
ち
、
人
を
助
け
る
心
構
え

が
で
き
て
お
り
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
課

題
を
一
生
懸
命
や
ろ
う
と
す
る
意
思
を

持
ち
、
人
の
犠
牲
に
な
る
覚
悟
が
あ
り
、

真
摯
で
、
嘘
が
な
く
、
自
己
中
心
的
で
な

い
人
々
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
せ
し
て
、

せ
の
人
々
の
中
に
、
不
平
を
述
べ
る
こ
と

な
く
、
ほ
か
の
人
よ
り
も
よ
り
一
層
働
く

覚
悟
の
あ
る
者
が
い
な
く
て
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
」
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
全
て
の
人
間
を
尊
重
し
、
一
人
一
人
を

丁
寧
に
大
切
に
育
て
る
こ
と
が
教
育
の
目

的
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
の
教
育
は

せ
う
は
な
っ
て
お
り
ま
す
ん
。
本
格
的
な

議
論
が
足
り
な
か
っ
た
か
ら
、
大
変
な
格

差
の
あ
る
現
状
に
留
ま
っ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。 

 

前
政
権
と
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
異
な
る
新
政

権
が
新
予
算
案
を
事
業
仕
分
け
な
ど
の

手
法
を
用
い
検
討
し
ま
し
た
が
、
シ
ュ
ン
ペ

ー
ク
ー
は､

租
税
国
家
こ
せ
が
主
要
な
政

治
機
関
で
あ
り
、
せ
の
国
の
財
政
は
「
国

民
が
ど
の
よ
う
な
精
神
の
持
ち
主
で
あ
る

か
」の
表
れ
で
あ
り
、
「せ
の
政
策
が
企

業
に
対
し
て
何
を
準
備
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
」を
表
し
て
い
る
と
『租
税
国

家
の
危
機
』
に
書
い
て
い
ま
す
。
現
代

で
は
、
せ
の
政
策
を
社
会
に
対
し
て
も

何
か
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
い
う

「
タ
ッ
ク
ス
・
ハ
ン
ド
ル
」
と
は
国
家
が
社

会
経
済
を
形
成
す
る
（せ
の
反
作
用
と
し

て
国
家
の
あ
り
よ
う
を
決
め
て
い
く
）
た
め

に
利
用
す
る
手
段
を
指
し
て
い
ま
す
。

当
然
な
が
ら
、
こ
こ
で
も
十
分
な
検
討

と
熱
心
な
議
論
が
必
要
と
な
り
ま

す
。 

 

家
庭
が
あ
り
、
地
域
（
町
内
会
、
地

区
自
治
会
、
市
町
村
、
都
道
府
県
）か

お
り
、
国
が
成
り
立
っ
て
い
る
に
も
拘

ら
ず
、
今
迄
、
国
の
み
の
都
合
を
地
域

や
家
庭
に
押
し
付
け
る
政
治
を
し
た

か
ら
、
色
々
な
悲
劇
が
起
き
て
お
り

ま
す
。
家
庭
、
地
域
、
国
の
三
者
を
考

え
た
政
治
、
政
労
資
の
三
者
に
よ
る

話
し
合
い
の
政
治
が
今
後
は
重
要
と

な
る
で
し
ょ
う
。
何
れ
に
し
て
も
「よ
う

や
く
議
論
の
時
代
が
や
っ
て
き
た
」と
思

わ
れ
ま
す 

 

今
後
は
、
家
庭
が
や
っ
て
い
る
よ
う

に
、
地
域
も
国
も
徹
底
し
て
無
駄
を

省
き
、
必
要
不
可
欠
な
も
の
か
ら
順

次
に
金
を
使
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方

が
大
切
で
す
。
ど
う
し
て
も
足
ら
な
い

時
に
、
初
め
て
消
費
税
ア
ッ
プ
を
考
え

る
こ
と
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。 

 

● 今月の 『 細野スケッチ 』(ホームページから右の作品名クリック)  「足利市の足利学校」  

http://www18.ocn.ne.jp/%7Ehishimig/hosono1002.pdf


No．２０２ （４） 

◇ お し ら せ ◇ 

 日時 場所 申込み、その他 

２月の囲碁愛好会  ２月８日（月）９：３０～ 赤城倶楽部 （３月８日 大会予定） 

２月の麻雀会 
２月 11 日（木）25 日（木） 

９：３０～１７：００ 

赤城倶楽部 

会費２０００円 

申込み 2/9 日、23 日まで  
荒井昭三（0276-52-0803） 
小林昌樹（0276-38-0964） 

第５８回 

冬季グラウンドゴルフ大会 

２月２２日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｃ場 
会費：５００円 

申込締切：２月１８日（木） 

高橋勝美（0276-52-0398） 

第４５回 

ゴルフ愛好会例会 
３月下旬～４月上旬予定 

川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

３月パソコンサークル 
３月１日（月） 
１３：３０～１５：３０ 

労組事務室 ご自由にご参加ください 

３月のカラオケ月例会 
３月１日（木） 
１７：３０～２０：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み：２月２６日まで 

大橋  浩（0276-52-3866） 

編集委員会 ２月１５日（月）１３：３０～ 労組事務室  

幹事会 ３月１日（木）１５：３０～ 労組事務室  
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編集後記 

読
め
ま
す
か
?
【
木
の
巻
②
】
木
槿
、
柘
植
、
翌
檜
、
木
通
、
木
瓜
、
枸
杞
、
木
犀
、
棕
櫚 

 
 

 

む
く
げ
、
つ
げ
、
あ
す
な
ろ
、
あ
け
び
、
ぼ
け
、
く
こ
、
も
く
せ
い
、
し
ゅ
ろ
。

 

。
 

 
 

 

＜次号配布予定日＞ 発行日：3 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 3 月１日更新予定。●メール便は 3 月 3 日頃配送予定。 

●菱の実会員宅配は 3 月５日頃の予定です（宅配者の都合で多尐の遅れはご容赦下さい） 

 

“buy MELCO ２０１０ 実施中” 
この機会に、もらっておトクなエコポイント対象品 「地デジ対応テレビ・冷蔵庫・エアコン」のご購入は 

如何ですか？    ご用命は 0276-52-4669 （担当：高橋・小内・矢島・高柳）まで。 

 

 

訃

報 

横尾俊一郎 さん （東京都江東区 享年８５ 歳） は 

１２月４日 ご逝去されました。 

岩井田 章夫 さん （栃木県足利市 享年６０ 歳） は 

１月６日 ご逝去されました。 

ご冥福をお祈りすると共に、お知らせします。 

 

三菱電機ライフサービス(株)群馬支店 

全国紙掲載の万能川柳秀作に「社の不況知らず元気なＯＢ会」というのがあった。世相
を反映した秀作だと私も思う。今の時代こうゆう社が多々あるだろう。ＪＡＬの再建報道
を見るにつけ、社あっての年金であり OB 会であるとつくづく思う。しかし今の様な混沌と
した時代は過去にもあり、みんなで克服してきた。川柳に詠まれることの無い様に、是非、
社の皆さんには人智を尽くして頑張って頂きたい。当社においては「社は元気ＯＢ会も元
気とこしえに」であると信じている。どうかエールが社に届きますように！ 
“フレーフレーメルコ！ 頑張れ頑張れ馬電！”         （ 細野 編集委員 ） 
 

 横尾さん 

 

 岩井田さん 

 


